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研究成果の概要（和文）：ICTや先端技術をベースとしたスマートサービスやシステムに着目し、イノベーショ
ンを興すダイナミズムや技術経営戦略について理論、実証の両側面から重層的に分析し日亜欧諸国の事例を元に
検証した。科学技術政策論、技術経営論、技術経済論、情報通信政策論などの学際的手法を軸に、異なる国、セ
クター、企業、機関、プロジェクトを対象にマクロ、メゾ、ミクロレベルにおいて、新しい指標や方策を開発
し、スマートシステムやスマートサービスイノベーションに影響を与える要因の分析・検証を行った。学際的に
実施された分析結果を元に総合分析を実施し、総合戦略を構築した。その上で最適サービスイノベーションシス
テム形成パスを見出した。

研究成果の概要（英文）：The research aimed to explore the innovation generating dynamism and 
strategic management of technology related to ICT and high tech based smart services and smart 
systems both theoretically and empirically. The study was based on a number of case studies at the 
different national level in Japan, Asia and Europe, as well as different sectoral,  institutional,  
firm, project levels, encompassing macro, meso, and micro levels, in order to develop novel 
methodologies, techniques to explore the factors affecting smart systems or smart service innovation
 systems. A comprehensive analysis was then carried out based on the interdisciplinary research 
findings. Finally a best practice service innovation system development path was identified. 

研究分野： 技術経営、科学技術政策
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１．研究開始当初の背景 
平成 24 年に本研究を提案した際、研究

代表者はパラダイムシフト、サービス経済化
により、家電等に見られるように我が国の中
心的役割を果たした大量生産型イノベーシ
ョンシステムの限界が指摘されている事を
前提に、これに対応するためには先端技術や
ICT 技術を前提とした高度な技術融合、異業
種アクターによる協同アプローチ、ソフトウ
ェアの全面的援用をベースとしたスマート
サービスやスマートシステムへの移行が不
可欠である事を指摘した。例えば、電力業界
では太陽光発電などを普及させていく上で
スマートグリッドへの移行が不可欠である
が、我が国ではこのような複雑システムの開
発では必ずしも競争力があるとは言えない。
また、９０年代における米国経済の再生の背
景にはサービス業と製造業の融合および、サ
ービス産業へのシフトが発と技術の利活用
の点が挙げられるがこれらにおいても我が
国は遅れを取っている。 

日本とアジア、欧米諸国との比較研究を
通じ、スマートシステムやスマートサービス
のイノベーションシステムを探索すること
が緊急課題であることを指摘した。今までモ
ノ作りに関する研究は多く行われて来たが、
スマートシステムやスマートサービスに関
する研究は少なく、方法論や理論は確立され
ていない。しかしながら、ICT や先端技術を
ベースとしたスマートサービスのイノベー
ションを活性化することは必須であること
を指摘した。 
 
２．研究の目的 
 

本研究において、情報通信技術や先端技
術をベースとしたスマートサービス分野や
スマートシステム分野に着目し、比較実証分
析を行い、スマートサービスイノベーション
やスマートシステムイノベーションを興す
ダイナミズムや技術経営戦略について理論、
および方法論の探究を行う事が目的であり、
いくつかの日アジア欧州諸国の事例を元に
検証する。例えば、①韓国の B2B モバイル
サービスにおけるイノベーション戦略の解
明 ②新生技術を事業化し、イノベティブな
製品やサービスを提供して行く上で課題を
解決するための経路設定プロセスの解明を
図る ③中国の電気自動車 EV 分野における
技術革新に焦点を当てた、技術軌道や技術経
営戦略の解明を図る ④スマートグリッド
分野における技術軌跡やクラスター形成の
ダイナミズムの解明を図る ⑤MEMS をベ
ースとした次世代生産システムの開発戦略
を分析する ⑥日独におけるスマートハウ
スの標準化戦略や技術戦略、普及の初期段階
におけるボトルネックの解明を図る ⑦イ
ギリスの BBC や我が国の NHK におけるビ
ッグデータを活用した放送サービスイノベ
ーションシステムの分析を通じ、スマートサ

ービス価値創造を実施するためのフレーム
ワークおよびスマートサービスを評価する
指標を開発し、スマートサービスイノベーシ
ョンモデルを提案する。 
 
３．研究の方法 

スマートサービスイノベーションサイ
クルを機能させるためには、国家的、インス
ティチューション、企業レベルの技術経営と
いったダイナミズムに大きく依存し、その共
進ダイナミズムを解明する方法論を確立し
た。 

本課題を、科学技術政策論、技術経営論、
技術経済論、進化経済、システム論、情報通
信政策論の学際的手法を軸に先進的分析手
法を開発し、基本データを収集、分析を実施
した。目的に即した分析対象国、スマートサ
ービスイノベーションシステムの課題、スコ
ープ、実証研究対象プロジェクト、分析すべ
き技術経営課題を確定した。 

その上で日本、アジア、欧州におけるス
マートシステム、スマートサービスイノベー
ションシステムや異なるアクターの協同、制
度的変化を必要とするプロジェクトに焦点
を当てながら、総合的な分析を実施した。異
なる国家、異なるセクター、企業、機関、プ
ロジェクト、技術を対象に、マクロ、メゾ、
ミクロレベルにおいて、新しい指標や方策を
開発し、スマートシステムやスマートサービ
スイノベーションに影響を与える要因の分
析・検証を行った。 

特許、論文、アンケートやその他のデー
タベースを利用し、スマートサービスイノベ
ーションシステムの形成過程を測定する指
標を作成した。学際的に実施された分析結果
を元に総合分析を実施し、総合戦略を構築し
た。 

その上で日アジア欧州に見られるスマ
ートサービスイノベーションシステムにお
けるサービスイノベーションの最適マネジ
メントを抽出した。また抽出された最適サー
ビスイノベーションシステム形成パスにつ
いて、それぞれの背景に存在する社会経済的、
政策的、制度的制約との関連を分析した。 
 
４．研究成果 
 
①韓国のモバイル B2B サービスにおけるイ
ノベーションダイナミクスを解明し、技術と
サービスの観点から分析をした結果、サービ
スが結合しておきるイノベーションや新規
モバイルサービスにユーザーの活発な参加
が引き起こすイノベーションなど、６つの異
なるサービスイノベーションタイプを明ら
かにした。研究成果はアジアで最も名高いジ
ャーナル論文 AJTI（Asian Journal of 
Technology Innovation）に掲載された。 
 
②我が国の携帯電話向け音楽サービスを題
材にして、それぞれの世代に参画していたプ



レーヤーの役割、プレーヤー間で取引された
ものを定義することで形成されたバリュー
ネットワーク分析を実施し、我が国の携帯電
話機メーカーが競争力を失って行った過程
を分析した。その結果について国際会議
PICMET 2013 で発表した。 
 
③新生技術の実用化、事業化プロセスに焦点
を当て、事業化の阻害要因を克服、回避し、
事業化を実現・推進するための実効的な新生
技術事業化モデルを構築した。理論、実証の
両側面から重層的に分析し、新技術の適用経
路設定および探索と当該単独組織での快活
と事業化が困難な場合にはパートナーに粘
着性のあるコアケイパビリティーの活用を
見出した。結果は 2 つのジャーナルに掲載さ
れた。（IJITM 2014, 日本 MOT 学会論文誌 
2013） 
 
④分析手法が確定されていない分野である、
自動車、ロボット、携帯電話の組み込みソフ
トウェアを対象に組み込みソフトウェアと
製品の機能のイノベーションの関係を明ら
かにし、研究成果はアジアの MOT 分野のジャ
ーナル AJTI(2014)に掲載された。また組み込
みソフトウェアのイノベーションを計測す
る上で特許を使った新な評価手法を開発し、
その研究成果は World Patent Information 
(2013) に掲載され、最も引用率が高い論文
として WPI より評価された。 
 
⑤新興技術の一つであるナノテクノロジー
を対象に、ナノテクノロジーの将来の技術的
発展について、コンピタンスの構築と知識の
進化の軌跡との関係を、論文データを元に計
量書誌分析を行った。その研究成果は
International Journal of Technology 
Intelligence and Planning (2014) に掲載
された。 
 
⑥電気自動車（EV）において、ネットワーク
をベースとして用いた計量書誌学的な手法
と EV の技術革新の経験則に基づいた研究を
基にして、技術のたどる軌跡を確認するため
のダイナミックな方法論を構築した。研究成
果は米国の学術ジャーナルIJITMに掲載され
た。（2017）また中国における先端的な EV メ
ーカーである BYD において、短期間に技術競
争力を蓄積して行ったキャッチアップ戦略
について事例研究を行い、米国で行われた
PICMET で発表した(2015)。 
 
⑦ インターネットをベースとした NGN サー
ビスによるパラダイムシフトに対応するた
めに、我が国の NTT が新たに上位部のサービ
スアプリケーション層の技術競争力を構築
し、下位部のネットワーク層の競争力との融
合を図った技術戦略の過程について、論文デ
ータを基に計量書誌分析により、NTT の技術
経営戦略を抽出し、韓国で行われた国際会議

ASIALICS で発表し、その後研究成果はアジア
のMOT分野の学術論文誌AJTI(2015)に掲載さ
れた。 
 
⑧クラウドサービス提供者がビッグデータ
を利用して行く過程で知識コンバージェン
スが起きるメカニズムを対象に、計量書誌学
的手法を開発した。その上で、マレーシアに
おけるクラウドサービスの特徴について分
析し、クラウドサービス提供者に、新しく創
造され得る機会について提言を行った。研究
成果は国際会議 PICMET（2015）で発表した。 
 
⑨知識コンバージェンスを分析する上で、ビ
ッグデータに関連したキーワードを抽出す
る手法を開発し、国際会議 ASIALICS(2014)
で発表し、最優秀学生論文賞を受賞した。 
 
⑩公共サービスで起きているイノベーショ
ンに焦点を当て、放送サービスイノベーショ
ンが起きる経緯について放送サービスのバ
リューチェーンを元に、ビッグデータの特徴
である３V(Velocity, Volume, Variety)との
関連性について、我が国の NHK と英国の公共
放送BBCで進行中の６つのプロジェクトを対
象に比較分析を行い、アジアで開催された
MOTの国際会議ASIALICS(2015) で発表した。 
 
⑪日本とドイツにおけるスマートハウスに
関する標準であるエコーネットとKNXを対象
とし、スマートハウスの普及に関わる異なる
アクター（関連機器メーカー、政府、自治体、
標準化団体等）を対象にヒアリングを元に、
スマートハウスの普及を妨げる要因や日独
の標準戦略の強み、弱み等総合的に分析し、
アジアのMOTの国際会議ASIALICS(2015)で発
表し、その後、研究成果は学術ジャーナル
(STIPM 2016）に掲載された。 
 
⑫台湾の IC デザインサービス企業が戦略的
提携により、エコシステムを形成している過
程についてケーススタディーを行い、研究成
果 は 一 流 ジ ャ ー ナ ル (Technology in 
Society)に掲載された。(2015) 
 
⑬ スマートグリッドを対象に、1961-2014
年における発展過程を分析する上で、スマー
トグリッドを構成している技術群の技術進
化、技術クラスターの形成について、日欧米
の特許を活用した新な手法を開発し、PICMET
で発表した。(2016) その結果、技術群には
５つのクラスターが存在し、特に３つのクラ
スターを中心にイノベーションが起き、技術
進化の軌跡が明らかになった。 
 
⑭ 電力事業者、ICT 企業などが関わってい
るスマートグリッドを対象に実証分析を行
い、価値創造(Value Creation), 価値獲得
(Value Capture)の観点から３種類のビジネ
スモデルが存在することを明らかにした。ま



た、スマートグリッドに参入している ICT（情
報通信）企業が重要な役割を果たしているこ
とを見出した。研究成果は PICMET （2016） で
発表した。 
 
⑮ トクホ（特性機能食品）分野に参入して
いる食品業、ライフサイエンス企業を対象に、
知識 Convergence と技術の多角化、経路依存
的相互学習がおきる過程について、論文や特
許を基に実証研究を行い、研究成果はジャー
ナル論文として IJTIP 2016 に掲載された。 
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